
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

４
月
と
言
え
ば

桜
に
入
学
式
で

す
が
、
昨
年
は

安
倍
首
相
に
よ

る
突
然
の
休
校

要
請
で
卒
業
式

や
入
学
式
が
中

止
や
形
を
変
え

て
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。
さ

ら
に
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り

小
中
学
生
や
高
校
生
、
大
学

生
、
専
門
学
校
生
が
長
期
の

自
宅
待
機
と
な
り
、
多
く
の

大
学
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が

続
き
ま
し
た
。
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に

よ
れ
ば
高
校
生
の
３
割
が
中

等
度
以
上
の
う
つ
症
状
を
表

し
て
い
る
と
言
う
深
刻
な
報

道
も
あ
り
、
成
長
期
の
子
ど

も
達
へ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
心
的

社
会
的
な
影
響
が
強
く
懸
念

さ
れ
ま
す
。
▲
一
方
、女
性
や

子
ど
も
達
の
自
殺
が
増
え
て

い
ま
す
。こ
の
背
景
に
は
森
元

首
相
の
女
性
差
別
発
言
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な
家
事
・
育

児
、
雇
用
な
ど
に
対
す
る
女

性
差
別
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、労
働

市
場
の
調
整
弁
に
さ
れ
て
い

る
実
態
が
国
会
で
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。▲
今
こ
う
し

た
、女
性
や
子
ど
も
達
へ
の
支

援
に
子
ど
も
食
堂
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま

す
。
学
生
を
支
援
す
る
活
動

も
全
国
各
地
で
取
り
組
ま

れ
、桐
生
で
行
わ
れ
た
「
ま
ん

ぷ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
80

人
近
い
学
生
が
来
場
し
３
５

０
㎏
の
米
や
50
㎏
近
い
乾
麺
、

８
０
０
食
以
上
の
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
が
１
時
間
半
で
す

べ
て
無
く
な
り
、ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
衣
料
、
本
、
文
具
、
食

品
、薬
ま
で
購
入
を
た
め
ら
う

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。ア
ル
バ
イ
ト
が
減
り
収
入

を
絶
た
れ
た
学
生
達
に
菅
首

相
の
言
う
「
自
助
」
を
求
め

る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
。ま
ず

は
「
公
助
」
で
し
ょ
う
。
こ
れ

ま
で
群
馬
中
央
医
療
生
協
は

無
料
低
額
診
療
や
広
瀬
川
教

室
、子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
を

行
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、今
後

も「
公
助
」の
拡
充
を
求
め
る

と
と
も
に
、
困
難
を
抱
え
る

方
々
へ
の
「
近
助
」
を
組
合
員

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

�

（
丹
羽
）

な
ん
と
し
て
も
お
話
を

聴
い
て
も
ら
い
た
い
！

　

受
講
を
楽
し
み
に
し
て
お

申
込
み
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
に
、お
二
人
の
先
生
の
お
話

を
お
届
け
し
た
い
と
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
を
決
め
ま
し
た
。そ

れ
に
し
て
も
、
65
歳
過
ぎ
が

中
心
の
大
泉
千
代
田
支
部
の

運
営
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
す
ぎ
ま
し
た
。

と
て
も
ホ
ス
ト
に
な
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
な
ど
仕
切
れ

ま
せ
ん
。

と
も
に
組
合
員
と
し
て

医
療
福
祉
生
協
を
担
う

住
民
と
職
員

　

そ
ん
な
時
に
助
け
て
く
れ

た
の
が
群
馬
中
央
医
療
生
協

の
事
務
職
員
で
し
た
。パ
ソ
コ

ン
の
得
意
な
職
員
がz

o
o

m

を
使
っ
て
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
講
座
当
日
も
運

営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が

決
ま
っ
た
こ
と
で
、子
育
て
世

代
の
み
な
さ
ん
の
間
で
、「
こ

の
講
座
は
参
考
に
な
る
か
ら

新
米
マ
マ
は
絶
対
に
聴
い
た

方
が
い
い
よ
！
」
とS

N
S

で

情
報
が
広
ま
り
ま
し
た
。
遠

方
で
は
バ
ン
コ
ク
か
ら
の
参

加
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、全

国
か
ら
歯
科
医
師
や
管
理
栄

養
士
な
ど
の
専
門
職
が
多
数

受
講
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
月
14
日（
日
）　

育
児
書

に
は
載
っ
て
い
な
い
！　

し
っ
か
り
と
噛
め
る
お
口

育
て　

75
名
参
加

　

管
理
栄
養
士
で
健
康
咀
嚼

指
導
士
と
し
て
も
ご
活
躍
の

田
中
美
智
子
先
生
は
、質
問
に

も
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
ま
し

大
泉
千
代
田
支
部
　
松
尾
　
初
美

省
！
参
加
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
！
」

２
月
21
日
（
日
）　

知
っ

て
お
い
た
ら
ラ
ッ
キ
ー

な　

歯
科
か
ら
の
子
育

て
発
信　

65
名
参
加

　

歯
科
医
師
で
、あ
い
う
べ
協

会
認
定
息
育
指
導
士
と
し
て

も
ご
活
躍
の
植
木
弘
子
先
生

は
、
30
年
間
の
臨
床
経
験
か

ら
、「
舌
（
べ
ろ
）
の
位
置
」
が

正
し
い
所
に
な
い
と
歯
並
び

が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

や
、口
を
閉
じ
て
お
く
こ
と
の

重
要
性
、全
身
の
良
い
姿
勢
が

口
腔
機
能
を
育
て
る
の
に
大

事
だ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

美
ら
海
会
場
で
１
歳
５
か

月
の
き
な
こ
ち
ゃ
ん
と
受
講

し
て
く
れ
た
金
子
浩
子
さ
ん

か
ら
は
、「
寝
て
い
る
時
の
お

口
ぽ
か
ん
が
気
に
な
る
。改
善

す
る
方
法
が
あ
っ
た
ら
教
え

て
欲
し
い
。」
と
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
植
木
先
生
か
ら

は
、「
画
面
越
し
に
拝
見
し
た

と
こ
ろ
お
口
は
し
っ
か
り
閉

じ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。様
子

を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。

　

大
泉
千
代
田
支
部
が
「
令
和
２
年
度
大
泉
町
元
気
な
地
域
支
援
事
業
補
助
金
制
度
活

用
事
業
」
と
し
て
取
り
組
ん
だ
『
ハ
ッ
ピ
ー
育
児
！
お
口
の
健
康
講
座
』
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
大
泉
千
代
田

支
部
が
職
員
の
力
を
借
り
て
、
地
域
の
子
育
て
を
支
援
す
る
と
い
う
医
療
福
祉
生
協
の

良
さ
を
実
感
で
き
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
育
児
！ 

お
口
の
健
康
講
座

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
！ 

バ
ン
コ
ク
か
ら
の
参
加
も
！

た
。「
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
様
子
を
よ
く

聴
い
て
く
れ
て
、そ
の

子
に
合
っ
た
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
も
ら
え
た
。」
と
好

評
で
し
た
。

　

質
問
を
し
た
館
林

支
部
の
半
田
亜
矢
さ

ん
の
感
想
で
す
。「
夕

食
か
ら
い
ろ
い
ろ
と

改
善
し
て
み
た
ら
、子

ど
も
た
ち
の
食
事
の

様
子
が
変
わ
り
、
び

っ
く
り
！
そ
し
て
、反

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が

る
楽
し
さ
を
実
感

　

画
廊
喫
茶
「
美
ら
海
」
と

「
ゆ
い
の
家
」
に
も
ネ
ッ
ト
環

境
を
作
っ
て
視
聴
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
ま
し
た
。パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
のz

o
o

m

機
能

を
使
っ
て
自
宅
で
視
聴
し
て

く
れ
た
組
合
員
も
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。

　

館
林
支
部
の
小
原
典
子
さ

ん
は
、初
め
てzo

o
m

で
の
講

演
会
に
参
加
し
た
そ
う
で
す
。

「
講
師
の
田
中
美
智
子
先
生
の

お
顔
を
見
な
が
ら
話
が
聴
け

て
感
動
し
ま
し
た
。ス
ラ
イ
ド

で
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た

の
で
、近
く
で
見
て
い
る
よ
う

で
1
時
間
半
が
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。」
と
感
想
を
寄
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

子
育
て
の
支
援
者
と
も

つ
な
が
れ
た

　

保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
、

大
泉
町
健
康
づ
く
り
課
の
保

健
師
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
保
健
師
か
ら
は
、「
子
ど

も
た
ち
の
健
診
の
時
に
は
待

ち
時
間
が
長
い
の
で
、待
合
室

で
『
あ
い
う
べ
体
操
』
の
話
な

ど
を
し
て
欲
し
い
。」
と
の
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。大
泉
千

代
田
支
部
の
運
営
委
員
会
で

は
、「
保
育
園
児
や
幼
稚
園
児
、

小
学
校
の
低
学
年
を
対
象
に
、

『
あ
い
う
べ
体
操
広
げ
隊
』
を

作
っ
て
お
話
し
に
行
こ
う
！
」

と
話
し
合
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
す
。行
政
側
か
ら
の
要
望
と

合
致
し
た
の
で
具
体
化
で
き

そ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

は
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

収
穫
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。

植木弘子先生

田中美智子先生

植木先生に質問する金子さん

⑴ 　　　��（毎月１回１日発行） く　ら　し　と　健　康　 2021.4.1 第660号く　ら　し　と　健　康  1980年７月14日（第三種郵便物認可）

医療費でお困りの方ご相談ください
無料・低額診療事業を行っています
前 橋 協 立 病 院	 TEL:027-265-3511
太田協立診療所	 TEL:0276-45-4911
前橋協立診療所	 TEL:027-231-6060
桐生協立診療所	 TEL:0277-53-3911
協立歯科クリニック	 TEL:027-265-6601

660
4月号 / 2021年
群馬中央医療生活協同組合

定価　1部　30円（組合員の購読料は出資金に含まれています）

発　行　〠371-0811�前橋市朝倉町830-1
発行人　長谷川敦子
編　集　くらしと健康編集委員会
　　　　　　　　　http://www.kyouritsu.org/

TEL　027-265-3531
FAX　027-265-3532

第 号



2020年度活動のまとめ【ダイジェスト版】
　2020年度は、新型コロナウイルスの世界的感染拡大というこれまで経験したことがない状況下でのスタート
となりました。当生協でも患者・利用者の利用控えにより経営的に大きな打撃を受け、組合員活動の中止・自粛
を余儀なくされるという事態となりました。しかし、職員は、地域医療・介護、患者・利用者を守るために、地
域では、つながりを絶たない活動に取り組むなど、群馬中央医療生協全体で1年間奮闘してきました。
　この１年間の前進面と課題を中心に特徴的な活動や取り組みについてまとめました。
① コロナ禍の中、理念にもとづいたいのち・人権・平和を守る取り組みを重視しました。

② 感染対策を生協一丸となってすすめ、事業活動を継続してきました。

③ コロナ危機による経営悪化への対策として、全職員による経営改善と増資運動の取り組みをすすめてきました。

④ 組合員同士のつながりを大切にした取り組み、子育て世代など新たな人たちとのつながりが広がりました。

⑤ コロナ禍でみえてきた地域における生協の役割と機能を新病院建設議論につなげます。

⑥ その他、特徴的な取り組み

　前橋協立病院では、４月に発熱外来を、６月からは前橋協立
診療所で帰国者・接触者外来」を開設し、病院と診療所の連携
による発熱者対応をスタートしました。７月からは医師会の集
合契約のもと病院での検査・救急受け入れ体制を確立、10月か
らはコロナ疑い患者の病棟確保体制を確立するなど、コロナ感
染対応を積極的に行ってきました。

　４月にコロナ対策本部を立ち上げ、防護関係の物資の
手配等一早く対応しました。物資不足時には組合員によ
る手作りガウンが役立ちました。近隣の高齢者施設等で
クラスター発生が相次ぐ中、当生協の全ての事業活動を
継続してこられたことは、正しい感染対策方針にもとづ
く職員の努力と奮闘の成果であり大きく評価できるもの
です。

　５月には全職員向けに「経営非常事態宣言」を発信、多くの職場が
日常業務の見直しで残業削減に取り組みました。雇用調整助成金など
申請や各事業所では感染症対策関連の補助事業確保をすすめました。

　７月には４カ所目のたまり場を館林市内に開設しました。このたまり場を拠点にし
た館林支部結成を通して、子育てサークルなどとのつながりが広がりました。前橋北
支部では子育て世代の方に支部役員になっていただき支部活動が再開しました。

　「コロナ禍」における事業活動を通して、当生協の強み及び課題があらためて明らかになりました。在宅支援型病院としての前橋協立病院の役割とくら
しを支える事業のあり方などについて、新病院に向けて議論をすすめます。

　生協強化月間でつながり絶たない取り組みとして訪問行動を提起し約6割の支部が行動しました。中毛地区で呼びか
けた組合員・職員協同の集中訪問行動では、くらしぶりや困りごとを把握する機会になりました。

　昨年７月熊本豪雨災害では支援
募金を呼びかけ組合員・職員から
128,970円が集まり医療福祉生
協を通して被災地に送りました。

　ＷＨＯ健康ウォークは中毛・太田・邑楽館林・桐生の４会場で開催し、太田
62人、桐生23人、中毛35人が参加しました。邑楽館林は83人の参加があり
ました。班活動は「３密」を避けるウォーキングなどを中心に行われました。

　全組合員対象の研究会は「パワハラ」
に関することをテーマに産業カウンセラ
ー協会の方を講師に実施しました。

　前橋協立病院地域連携相談セ
ンターが開設されて、病院を退
院する患者さんの円滑な在宅生
活の復帰を、法人内の医療・介護
の連携で支える仕組みづくりが
始まりました。

　「いのちまもる医療・社会保障
建て直せ10.22総行動」にオンラ
インで組合員３名、職員13名（前
病・歯科・本部）が参加しました。

　平和の波行動として、８月６日に前橋協立病
院玄関前で「ヒバクシャ国際署名」行動及び原水
爆禁止世界大会へのオンラインで参加を行いま
した。組合員・職員延べ25名が参加しました。

　ちょこっと助け合いの活動
は中毛地区と桐生地区で取り
組まれ、新たに始まった中毛
地区では依頼件数41件、支援
サポーターは18名になりま
した。除草など庭周りやくら
しの身近な困りごとも依頼が
多くありました。

　コロナ禍で経済的困難
な状況にある人たちに寄
り添う取り組みとして、
「コロナ電話相談」を３回
実施しました。無料低額診
療事業につながる事例も
ありました。また、無料低
額診療事業を他団体に紹
介・周知する行動に取り組
みました。

　受療権を守る取り組みとして８月30日に「外国人医療相談会」を生協会館にて実施し
ました(主催はNPO法人アミーゴス)。コロナ禍で実施が困難になっていた中では初めて
の開催であり、外国人のおかれている現状を知り、受療権や人権について考えさせられ
る機会になりました。この取り組みは、群馬県が打ち切りを予定していた「外国人未払
い医療費対策事業」を継続させる運動への大きな力になりました。

　地域には感染防止三原則などを
機関紙掲載などで呼びかけ、活動中
止・自粛通知を発信しました。10月
７日に「新型コロナウイルスとどう
向き合うか」のWeb学習会を開催、
約100名が参加しました。

　「コロナ危機を乗り越える増資運動」では、振込用紙による増資も始めたことで
コロナ禍で医療従事者や医療機関への激励が多数の増資につながりました。また、
購買生協をはじめ、他団体からの募金や物資など多くの寄付が寄せられました。

　「ぐんままるごと健康チャレンジ」はキッズチャレンジで前橋市12校（保育園
１・幼稚園１含む）、伊勢崎市２校、みどり市１校、桐生市２校、館林市１校の合
計16校と２園が申し込み、大泉町では一般用含め小学校４校と中学校３校に申し
入れました。結果報告は、キッズチャレンジ935部、一般764部でした。

　大泉千代田支部では大泉町元気な地域支援事業として「ハッピー育児！お口の健康講座」を企画、コロナ禍の中、オンラインで開催し、２回の講座で延
べ140人の参加があり、子育て世代とのつながりを広げました。

　「ふくしまを忘れない」学
習会を４会場で開催、延べ
87名が参加しました。被災
者としての単なる避難では
なく故郷をはく奪された人
たちの厳しい現実を知り、原
発事故を風化させてはなら
ないことをあらためて学ぶ
機会になりました。

館林支部結成総会９月13日

健康ウォーキング
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2021年度　群馬中央医療生活協同組合総代当選人氏名
2021年３月17日

総代選挙管理委員長　中島　進

中毛地区

１区＿＿＿
兼子　春江
富所　正義
中村　佳子
亀田　光江
青木　惠子
伊藤　京子
平岡　恒子
米通　勝代
坂本　勝子
髙橋由美子
萩原由美子
羽鳥　文子
川村　好子
川口　𠮷子
蓮見　安廣
福地ちゑ子
三輪田順子
丸岡　祐一
藤嶋　　研
吉野　幸子
桑原　順子

青木由紀子
大澤　禮子
岸　　弘子
桑原　新一
吉原　照世
竹内　　茂
栁澤　正克
浅岡　順子
古谷野政男
高麗　優子
境野　玲子
新嶋　次也
堀越　光明
八木　國好
堀越　和雄
荒木　兼男
川和　　悟
久保　洋子
外池　千明
福島　正明
洞口　秋子
矢端　廣行
小野美喜子
関根　英子

本田千枝子
角田　政雄
平田　春江
公家　英輔
松本　泰三
横山　　勉
吉澤　育代
加藤美津子
重田　石子
須永　汎美
角田　　久
中道　浪子
野村由利子
長谷川厚子
宮本　好子
米澤　正和
新井けい子
阿部　昌子
笠原　寅一
笠原夕美子
加藤　　芳
岡部由美子
下田　竹子
湯本　　淳

黒須　俊夫
女屋由紀子
石田ちか子
重原あゆみ
新井　　博
工藤　マサ
黒岩　洋子
杉原　久子
西村美代子
市川みさ子
１区　計79名

２区＿＿＿
阿久津勝美
久保田　優
力石　宮子
染谷　　誠
佐々木幸子
小泉智佳子
都丸嘉祢子
保科　梅子
森　　和惠
青木　　清
岸　　義路

須賀　光子
瀧澤　章子
吉田　五郎
奥木　栄八
奥木由美子
新宮　幸子
本多　章二
中嶋　睦子
片貝　結花
渡邉やす子
平石　正子
相馬　庸子
松井　國光
佐々木　毅
薊　友紀子
宮地たつ子
小林　　滋
唐沢　孝子
高橋　礼子
角田　とよ
田村　忠重
今井シヅ江
岩﨑　信子
中島　和美

関口万里子
狩野　幸枝
半田かつ代
石原由紀子
岡田キク江
小林　光子
佐々木美知子
佐鳥　里江
田村　洋子
中林日出代
高橋美恵子
中林　悦子
星野小夜子
星野　　泉
佐藤　昌伸
髙濱　敬子
井田　慶子
小林アイ子
白石　正江
笠原　正子
森田さよ子
吉村　正子
甫仮　文子
田中　正子

東樹　富子
２区　計60名

３区＿＿＿
塩原　　進
星野　秋子
新井　節子
佐藤加代子
柿沼　五月
石川　繁生
酒井　宏子
岡野　洪枝
滝川　哲雄
新井　康子
新井　光夫
町田　政義
３区　計12名

太田地区
４区＿＿＿
小川　弘巳
田部井淳三
三田智惠子
三田トミヱ

築比地満喜子
倉澤　育美
正田きみ子
伊東　悦子
岡ノ谷文子
川上アサ子
木村　文子
須藤　髙子
中庭知江子
長岡　清子
松浦　孝子
矢島あい子
大澤　章江
黒川三代子
澤井トミエ
須永　平吉
木村　陽子
竹内　玉枝
怒木　三郎
森田　　功
赤松　一枝
田村　鉄雄
松本　久枝
茂木喜美夫

山　　明美
大野　貞夫
若田部健次
早川　市子
寺島　陽子
金子　光國
川島　玲子
小野里充弘
松尾　初美
中島美千子
渋澤　俊之
坂口　克彦
４区　計40名

桐生地区
５区＿＿＿
木部テル子
中澤やす子
庭山眞理子
藤掛　澄江
菊地　公則
稲村　恒雄
羽毛田惠子
森山　憲文

佐藤　正司
中島　孝守
平内　　実
川島　億之
星野みどり
滝澤　悦子
中島　芳子
根岸みちる
永田みさ子
小辻　　明
関口　卓男
５区　計19名

職域
６区＿＿＿
越替　由紀
阿部　裕美
永来　峻一
石原　清恵
石川三枝子
６区　計５名
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催
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狙
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療
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２
割
化

　

ま
ず
一
つ
目
は
健
康

保
険
法
等
改
定
案
に
よ

る
75
歳
以
上
窓
口
２
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収
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２
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時
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２
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。
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れ
る
現
役
労
働

者
の
保
険
料
負
担
額

は
、
厚
生
労
働
省
の
試

算
で
２
０
２
５
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０

０
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も
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床
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た
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て
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０
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９
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２
４
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ら
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
病
床

削
減
を
行
っ
た
病
院
に

給
付
金
を
配
る
事
業

を
、
消
費
税
財
源
を
使

っ
て
全
額
国
費
で
行
お

う
と
し
て
い
ま
す
。
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の
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す
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ま
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同
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て
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院
や
診
療
所
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勤
め
る
医
師
の
時
間

外
労
働
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べ
た
厚
労

省
の
２
０
１
９
年
の
調

査
で
は
、「
過
労
死
ラ
イ

ン
」
の
年
９
６
０
時
間

以
上
が
４
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
改
定
案
で
は
、
過

労
死
ラ
イ
ン
を
は
る
か

に
超
え
た
異
常
な
長
時

間
労
働
を
都
道
府
県
知

事
が
や
む
を
得
ず
と
判

断
す
れ
ば
容
認
す
る
中

身
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
厚
労
省
は
医
師

の
養
成
数
も
大
幅
に
減

ら
し
て
い
く
方
向
性
も

出
し
て
お
り
、
今
後
の

動
き
に
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

桐
生
協
立
診
療
所

　

事
務
長　

吉
田
一
夫
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「食べる」を多職種で支える外来
　2025年にむけて高齢者が住み慣れた地域で暮らしていく事を目的とした
地域包括ケアシステムの構築準備がなされ、医療の流れも大きく在宅に向か
うようになりました。病院から在宅への移行が円滑におこなわれ、長く安心
して在宅で過ごしていただくための支援が必要となります。前橋協立病院で
は口から物を食べることがもたらす様々なメリットから、食べることの支援
の充実化を図りたいと考え、昨年の10月７日に内科の矢島賢司医師を中心に
嚥下外来を開始しました。
　嚥下外来は、医師、看護師、言語聴覚士をはじめ理学療法士、管理栄養士、放
射線技師、事務職の多職種連携によりおこなわれています。外来では患者・家族
を中心に、多くの視点で食べることの問題点を見つけ、それぞれが持つ専門的
な視点から解決方法を提案することで、一人一人の「食べる」を支えています。
　口腔の機能低下は身体全体の虚弱に繋がるため、今後は歯科との連携を図
りながら、より充実した嚥下外来が運営できればと考えています。院内院外
に限らず幅広い活動を展開し、地域医療に貢献できる存在を目指します。

前橋協立病院　嚥下外来専任看護師　真貝　美佐

食にまつわる思い出を教えてください
前橋協立診療所　内科医師　矢島　健司

　嚥下（えんげ）外来と聞くと、少し難しいイメージを持たれる方も多いと
思います。言い換えますと、食べることや飲むことの相談窓口です。具体的
には最近ムセることがある、もう少し形があるものが食べたい、前より食事
が大変になってきたという相談に対して、飲み込み専門のチームで対応させ
ていただいています。
　そもそも私たちが食べることの目的は何でしょうか。生きるための栄養を
補給することも大切な目的の一つですが、それだけではありません。少し疲
れた時や気分が落ち込んだ時に美味しいものを食べて元気になること、頑張
った自分へのご褒美で好きなものを食べること、お祝いの時にみんなで特別
な食事を楽しむこと、懐かしい味を口にして昔のことを思い出すことなど。こ
のような美味しいものや好きなものを食べる楽しみ、一緒に食事を共にする

人との関わり、食にまつわるいろいろな思い出が皆さんにもあるのではないでしょうか。
　少し私自身の話をさせていただきます。栃木県佐野市出身の私は帰省すると、母親が毎回いもフライ（佐野市の郷土料
理）を作ってくれます。このいもフライを食べることで、子供の頃を思い出し、実家へ帰ってきたと実感します。以前、同
郷の友人といもフライの話題となり、無性に食べたくなったため、自分で作ったこともあります。佐野市内にはいもフラ
イ屋さんがたくさんありますので、皆さんも機会がありましたら、是非食べてみてください。
　少し話がそれましたが、このような思い出の味や好きなものをずっと食べることが出来ればよいのですが、誰しも年を
重ねるごとに体力だけではなく、食べる飲む力も徐々に低下していきます。また、病気やケガが原因で急に食べづらく飲
み込みづらくなることも少なくありません。そんな時、嚥下（えんげ）外来では、今までの食生活や好きなものなどをう
かがい、専門チームで適切な評価を行います。食事の形だけでなく、食べる姿勢や食事介
助の方法、食器を変更することでも安全に食べられることがあります。「どうしてもこれだ
けは食べたい」という思いも踏まえて、皆さんと一緒に考えさせていただいています。
　衣食住や最後の晩餐という言葉があるように、食べることは栄養補給の手段だけではな
く、とても大切な生活の一部だと思います。嚥下（えんげ）外来では、皆さんが好きなも
のを出来るだけ安全に安心して食べるためのお手伝いをさせていただきます。どうぞお気
軽にご相談ください。

※いもフライについて詳しく知りたい
方は矢島医師または組合員活動課小池
までお問い合わせください。

佐野名物いもフライ
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2021年度ＷＨＯ世界禁煙デーポスターコンクール佳作
　当生協で2020年5月に募
集をおこなった世界禁煙デー
ポスターコンクールで優秀賞
と佳作に選ばれた３人の方の
ポスターを、全国の医療生協
が加盟している医療福祉生協
連主催の2021年度世界禁煙
デーポスターコンクールへ応
募しました。496作品の応募
があった中で、当生協から応募
いただいた桐生市相生中学校
の為谷夏光さんの作品が、見事に佳作に選ばれました。

　コロナ禍で会食をはじめ、集う機会が激減。大半の班活動が休
止せざるを得ない状況の中、
苦肉の策で何かできないかと山王町１丁目の組合員有志３名で

「ノート班」を始めました。
● 集まらずに実施できる　　● 日時の調整も不要
●  構想や、読み書きに散歩を兼ねて次の方に渡すことでフレイル

の予防！
　無理なくできる実施要領と、Ａ５版の少し上質なノートを使い
１回目（１巡目）が済みました。組合員活動課の担当者で理学療
法士の西野さんに登場を依頼、さらに長谷川専務にもご多忙の中、
来賓祝辞で執筆頂きました。
　今後は医療や健康に関する話題と専門
職の方に登場願う予定です。皆さん是非い
かがですか。

広瀬山王支部　安藤　勉

繋がるノート班

地域活動アラカルト

原発被災地写真展（3/9〜12・15）開催しました。
　2011年３月11日に起きた東日本大震災から今年で10年が経ちました。10
年が経ち、メディアでの報道も少なくなっています。世間では一見被災者
の問題は一段落ついてきている様に思われているのかもしれませんが、全
くそんなことはありません。東京電力福島第一原発事故の被害は、未だ収
束しておらず、帰還困難地域やその周囲の地域に住んでいた方々は、故郷
を失い苦しい日々をおくっています。福島で今起こっている現状や当時の
ことを、一人一人の記憶の中にしっかりとどめ、このような負の教訓をし
っかりと、活かしていかなければいけません。その一助として、今回前橋
協立病院と敷地内の生協会館のホールを使用して写真展を開催しました。
５日間で108人の方が来場されました。開催する上で協力いただいた原子
力損害賠償群馬訴訟原告の丹治さん、北毛保健生協理事の今野さん、組合
員の黒崎さんからは多くの現地の写真と資料が寄せられました。写真から
はオリンピック会場や伝承館のような綺麗に整った表向きで知らされて
いる福島の現状とは違い、被災し、帰還困難となって人が立ち入ることの
できない厳しい福島の様子を垣間見ることができました。
　原発の安全神話に隠された真実をしっかり見つめ、次の世代が自分の故
郷を失わない為に、多くの方に今の福島を知っていただくことがとても価
値のあることだと感じています。
� 平和まちづくり委員会委員長　関口治重理事

写真について説明する今野さん

被災地の現状について語る丹治さん

 私のエコ生活 
節水・節電� 木瀬支部　下田　竹子

　私が主に取り組んでいるエコ生活は、節水を心
掛けていることと、ソーラーパネルを設置しその
電力で生活をしていることです。
　節水としての主な取り組みとしては、出す水の
量を少し抑えて使うことや、油汚れのある食器な
どはお湯をかけてから洗ったり、洗濯の回数を減

らすなど取り組んでいます。
　また、ソーラーパネルについては家の車庫の屋根に１枚4.8㎏あ
るパネルを24枚設置しています。ソーラーパネルの電力だけで電
気は賄えていて、売電をする事の方が多く、平均すると8000円
くらいでしょうか。10年後の売電価格が今の五分の一になると聞
いていますが、元はとれないかもしれませんが、家で使う分には十
分かと思います。

　2015年９月に国連で開かれたサミットの中で、国際社会共通
の目標がとして、2030年までに達成すべき17の目標（ＳＤＧ
ｓ）がたてられました。ＳＤＧｓは2006年に国連事務総長が提
唱した責任投資原則で、会社が環境や社会へ責任を果たすこと
を重視することが発端となっています。ＳＤＧｓの17の目標で
は、環境問題やエネルギー問題が随所に取り上げられています。
これらは、国や企業のみの目標ではなく、地域に住む一人一人
にも関わってきます。
　そこで、今月号から地域の皆さんが自分でおこなっているエ
コ生活を募集して、連載で紹介していきます。
私のエコ生活を紹介していただける方は、下記へご連絡ください。
生協本部組合員活動課　TEL 027-265-3531
太田組合員活動課　　　TEL 0276-45-4989
桐生組合員活動動課　　TEL 090-9300-6031

「まさか選ばれるとは思って
いなっかたので、賞をいた
だいてすごく嬉しいです。」

為谷　夏光　さん ※本年度ポスター募集については7面記事をご参照ください。

⑸ く　ら　し　と　健　康　 2021.4.1 第660号く　ら　し　と　健　康



ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　

御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　

二
〇
二
一
年
四
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　

〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　

解
答　

官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
260
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
259
回
の
答
え
》

デ
ン
シ
マ
ネ
ー（
電
子
マ
ネ
ー
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

驚
き
慌
て
た
時
に
食
べ
ま
す

２　

駿
河
湾
名
物
の
小
さ
い
生
き
物

３　
「
江
戸
の
三
味
」
の
一
つ

４　

お
菓
子
の
定
番

６　

日
本
原
産
の
小
型
犬
で
す

８　

担
当
の
役
目
や
職
務

10　

♪
こ
れ
で
お
よ
し
よ
〜
。
石
原
裕

次
郎
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
…
…
グ
ラ
ス
」

11　

…
…
結
、
…
…
鎖
、
…
…
名

12　

立
ち
上
が
っ
た
時
に
ふ
ら
〜
り

15　

三
味
線
に
合
わ
せ
て
歌
う
短
い
歌

で
す

17　

黒
人
…
…
に
抗
議
す
る
ブ
ラ
ッ

ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
運
動

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

福
島
民
謡
で
庄
助
さ
ん
が
好
き
な

の
は
…
…
寝
…
…
酒
…
…
湯

３　

こ
の
１
年
で
広
が
っ
た
働
き
方

５　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
み
ん
な
に
待
た

れ
て
い
ま
す

７　

ア
ラ
ジ
ン
と
い
え
ば
、
こ
れ

８　

ボ
タ
ン
ザ
ク
ラ
と
も
呼
ば
れ
る

…
…
ザ
ク
ラ

９　

青
春
、
恋
、
手
紙
と
い
え
ば

13　

犬
や
猫
が
つ
け
て
い
ま
す

14　

昼
ご
は
ん
で
す

15　

英
語
で
は
ダ
ー
ク
ブ
ル
ー
と
か
ネ

イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
と
か

16　

素
人
が
楽
し
む
…
…
野
球

18　

身
に
付
け
た
技
能
や
能
力
を
比
べ

合
い
ま
す

19　

武
力
で
政
権
を
奪
う
こ
と

20　

細
…
…
、
濃
…
…
、
綿
…
…

260
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第
131
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2021
・
3

年
の
せ
い
三
寒
四
温
日
々
こ
た
え　
　
　
　
　
　

和
子

傷
つ
き
し
捨
て
猫
の
声
凍
返
る　
　
　
　
　
　
　

星
子

善
悪
は
誰
が
決
め
る
か
福
寿
草　
　
　
　
　
　
　

丑
男

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
た
ひ
な
祭　
　
　
　
　

こ
や
ぎ

コ
ロ
ナ
禍
や
み
ん
な
つ
な
が
り
春
風
に　
　
　
　

麗
子

（
敬
称
略
）

今
年
は
気
温
差
が
厳
し
く
体
調
管

理
が
大
変
で
す
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
早
く
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

（
前
橋
市　

ソ
ナ
ー
マ
マ
）

毎
年
た
く
さ
ん
の
美
味
し
い
実
を

つ
け
て
く
れ
る
庭
の
無
花
果
。
昨

年
虫
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
今
年

も
実
を
付
け
て
く
れ
る
か
な
。

（
桐
生
市　

か
っ
ち
ゃ
ん
）

ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー
ド
、
毎
回
楽
し

み
で
す
。
頭
の
体
操
に
最
適
で
す

ね
。

（
玉
村
町　

ピ
ー
コ
）

前
橋
協
立
病
院
の
入
り
口
の
桜
が

咲
く
の
が
楽
し
み
で
す
。
と
く
に

き
れ
い
な
の
が
北
側
か
ら
２
本
目

で
す
。（

前
橋
市　

ヨ
ウ
ち
ゃ
ん
）

手
洗
い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク
に
消

毒
の
お
か
げ
で
毎
年
悩
ま
さ
れ
て

い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
胃
腸
炎

に
か
か
る
人
が
周
り
に
一
人
も
い

ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
う

と
と
も
に
、
気
持
ち
の
良
い
春
の

訪
れ
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

（
前
橋
市　

ま
く
ん
き
ょ
う
）

校
長
先
生
の
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

へ
の
お
礼
を
読
み
ま
し
た
。
お
子

様
の
こ
と
を
考
え
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
こ
と
が
良
い
方
向
に
行
き
ま
し

た
。

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

先
日
、
近
所
の
公
園
へ
散
歩
に
行

っ
た
と
こ
ろ
、
利
根
川
沿
い
の
河

津
桜
が
見
頃
を
迎
え
て
い
ま
し

た
。
辛
い
巣
ご
も
り
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
が
、
確
実
に
春
が
来
る

ん
だ
な
〜
と
実
感
し
ま
し
た
。
明

る
い
春
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す

ね
。

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

駅
中
ピ
ア
ノ
。
駅
を
利
用
し
て
い

る
方
た
ち
が
自
由
に
引
く
こ
と
が

出
来
ま
す
。
演
奏
後
思
い
で
溢
れ

る
コ
メ
ン
ト
が
素
晴
ら
し
く
感
動

し
ま
す
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い

中
気
持
ち
が
熱
く
な
り
、
私
も
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
桐
生
市　

今
井
賢
一
）

安
中
、
ロ
ウ
バ
イ
の
里
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
園
内
甘
い
香
り
が
漂

っ
て
い
ま
し
た
。

（
太
田
市　

中
村
正
一
）

前
橋
市
に
転
居
し
て
近
所
の
方
に

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
組
合
員
に

な
り
ま
し
た
。
組
合
員
で
い
る
こ

と
で
日
々
の
生
活
を
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

ほ
ま
れ
く
ん
）

歯
科
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
必
ず

予
約
の
時
間
が
守
ら
れ
て
、
診
療

も
ス
ム
ー
ズ
な
の
で
大
変
安
心
し

て
受
診
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
も
丁
寧
な
対
応
で
感
じ

が
良
い
で
す
。

（
前
橋
市　

カ
オ
リ
ン
）

ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー
ド
を
解
い
て
、

初
め
て
投
稿
し
ま
し
た
。
な
か
な

か
難
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も

挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
館
林
市　

鈴
木
陽
子
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
の
話
を
聞

く
と
本
当
に
恐
ろ
し
い
病
気
だ
と

思
い
ま
す
。
甘
く
見
な
い
で
、
感

染
し
な
い
、
さ
せ
な
い
を
徹
底
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
前
橋
市　

福
寿
草
）

コ
ロ
ナ
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
？

先
が
見
え
ず
、変
異
株
も
増
え
て
、

ど
う
な
る
の
か
心
配
で
す
。

（
前
橋
市　

ま
ー
ち
ゃ
ん
）

い
つ
も
「
く
ら
し
と
健
康
」
が
届

く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

特
集
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
良
か

っ
た
で
す
。

（
前
橋
市　

ヨ
ウ
ち
ゃ
ん
）

我
が
人
生
詠
っ
て
閉
じ
て
秋
の
風

突
然
の
友
の
死
こ
ゆ
る
早
春
譜

�

み
ゆ
き

縮
こ
ま
る
お
い
の
背
を
押
す
北
の
風

コ
ロ
ナ
禍
で
化
粧
わ
す
れ
て
老
い
て
ゆ
く

�

伊
藤
ミ
ツ

お
別
れ
の
何
か
告
げ
て
る
眼
の
涼
し

咲
急
ぎ
の
朝
抗
う
風
強
し

�

愁
白

捨
て
猫
の
乱
る
る
毛
並
み
片
時
雨

春
寒
や
犯
罪
で
し
ょ
う
捨
て
猫
は

�
�

�

星
子

英
会
話
の
レ
ッ
ス
ン
楽
し
桜
舞
ふ

角
帽
の
姿
ま
ぶ
し
き
入
学
式

�
�

�

中
島
毅

弥
次
郎
兵
衛
吊
る
さ
れ
雛
が
動
い
て
く

通
院
に
行
く
度
季
節
の
生
け
花
が

�
�

�

克
ち
ゃ
ん

生
花
に
一
花
一
葉
春
の
色

�
�

�

三
輪
ヒ
サ

投
稿

【
俳
句
】
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理
事
会
だ
よ
り

●
２
月
27
日
（
土
）
定
数
29
名
中
28
名
の
出
席
で

第
９
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

①�

会
務
報
告

②�

専
門
委
員
会
報
告

③��

中
毛
エ
リ
ア
医
療
・
介
護
連
携
に
向
け
た
前

橋
協
立
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
化
に
関
す
る
件

④��

２
０
２
０
年
度
活
動
の
ま
と
め
と
２
０
２
１

年
度
基
本
方
針
に
関
す
る
件

⑤�

地
区
別
総
代
会
議
開
催
に
関
す
る
件

⑥�

就
業
規
則
の
一
部
改
定
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案
ど
お
り
承
認
し

ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（2０21年2月末）

組　合　員� ３5，7０7人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，61３人

　太田・館 林 地 域　組合員：　5，999人

　桐生・みどり地域　組合員：　2，955人

　その他の地域　組合員：　　14０人

出　資　金� 9億8,256万2,4００円

一人平均出資金� 27，517円

2021年度5.31ＷＨＯ世界禁煙デー

禁煙ポスターの募集
2021年度自治体健診

 前橋市 

４月１日より予約開始
シールが届いてからは、

予約が殺到します。
早めのご予約が
おすすめです。

（ご予約・お問い合わせ）
健診室
　TEL027-265-3531（代表）
　平日９時30分〜16時30分

シールが
届き次第健診開始

下記へお問い合わせ下さい。

（ご予約・お問い合わせ）
　TEL027-231-6060

 太田市 

太田協立診療所

５月１日より健診開始
胃がん検診のみ４月１日より予約開始

（ご予約・お問い合わせ）　TEL0276-45-4911

５月31日は、世界禁煙デーです。

たばこを吸うことは、体にたくさんの悪い影響が

あります。

そのことをもっと多くの人に知ってもらうための

ポスターを募集します。

応募期間：
2021年４月１日（木）〜５月14日（金）

（応募要項）

＊�応募サイズは、A３・A４サイズまたは四つ切

もしくは八つ切画用紙とします。

＊�作品の裏面に「学校名(学年)・住所・氏名・電

話番号」を明記してください。

＊�応募の対象年齢は、20歳未満とさせていただき

ます。

＊�応募作品の著作権その他一切の権利は群馬中央

医療生協に帰属するものとし、優秀作品は所属・

氏名と共に機関紙等に掲載させていただきま

す。

（応募作品は今後の禁煙啓発活動に使用させてい

ただくため、原則返却しません）

無料低額診療事業のご案内
◆減免の対象となる方
〇生計困難者で、１ヶ月の世帯収入が生活保護基準の140%以下の
方は、収入額に応じて医療費の本人負担が全額免除または一部免除
になります。
〇外国人、ホームレス・住所喪失不安定労働者、DV被害者等社会
的援助を要する人などで、明らかに無保険の方は無料で診療を行い
ます。

◆実施している事業所　　　※問い合わせ及び相談窓口
　前橋協立病院� 前橋市朝倉町828-1� TEL�027（265）3511
　太田協立診療所� 太田市石原町927� TEL�0276（45）4911
　前橋協立診療所� 前橋市城東町3-15-28� TEL�027（231）6060
　桐生協立診療所� 桐生市相生町2-554-7� TEL�0277（53）3911
　協立歯科クリニック� 前橋市朝倉町830-1� TEL�027（265）6601

前橋協立病院 前橋協立診療所
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て

は
、
祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診）

半澤
(第1,2,3,5） 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３）

萱間
（第2,3,4,5） 萱間 萱間

(第1,奇数月第3）
萱間

(第2,4,5）
堀口 堀口 ＊歯科医の研修等で変更

になることがあります。
担当制を希望される方
は、お手数ですが事前に
お問い合わせ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっており
ます、お電話で予約でき
ます。
＊診療時間中の急患は随
時受け付けておりますの
で、ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

午後
月・火・水・金曜
木曜	14:30～ 16:30
13:30～16:30

半澤
(奇数月第3）

萱間 萱間 萱間 萱間 萱間
（奇数月第3休診）

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～ 20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第3）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第1・２)

西上(第2～5) 西上 鈴木
（第４休診） 小	林 西上(第1・3)

片岡(第4・5)
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 第1休診

西上(第2～5) 西上 西上

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第2・4のみ)
※往診も行っています
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
無料送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
遠藤

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
小泉

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口
遠藤
第４週
加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

（月曜は15:00～）

遠藤
（16時まで）
（第１・３・５）
小泉

小平 宮平
遠藤

（第２・４）
岡田

加藤

夜間
17:00～ 加藤

往診 加藤 加藤
遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 小平 小平 小澤
※月曜午後の外来は一部予約を除き15：00〜になります。
※糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
　
科

午
前

予約外 小　林修 野　本 高　柳 弘　中 宮　澤 大　宮

予約外来
瀧　口道

鈴　木（第４週休診）
糖尿病：深　津

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞
鈴　木
骨：茂　木
8:30～10:00
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

瀧　口道
坂　本

（第１/３/５週）
鈴　木
小　野芳
宇　敷

（第２/４週）

西　上
塵　肺：小　林
（第４週）

糖尿病：深　津
糖尿病・甲状腺：吉　川

宮　澤

瀧　口道
鈴　木
瀧　口由
西　上

瀧　口道
鈴　木（第１/４/５週）
西上（第４週）

呼吸器：三浦陽（第１週）
砂長（第３週）

糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第３/４週）
循環器：中島（第３週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

予約外 須　藤 工藤瑞 大　宮 弘　中 須　藤

予約外来
田ヶ原

循環器：金　古
泌尿器（関口/前野/松尾）

心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
呼吸器：増　田

糖尿病・甲状腺：植　原

野　本（第２/４/５）
三　浦章

肝臓：高　柳
循環器：中　島
（第１週）

循環器：金　古
糖尿病・甲状腺：松　本
呼吸器：上吉原（第２/４週）

田ヶ原
心療内科：鈴　木

橋　爪洋
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

＊夜間は予約患者さん専用外来
となります。
＊急患の方はいつでもご相談下
さい。

夜間 予約外来 鈴　木 石　川　
三　浦章 西　上

小児科

午前 一般外来 矢　島
佐　藤 矢　島 齋　藤 矢　島 矢　島

齋　藤
齋　藤

矢　島（第１）
佐藤（第３/４/５）

午後 専門外来 精神衛生相談：角　田 乳健３週間・予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

乳健３ケ月・予防接種：齋　藤
（第３休診）

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

精神発達：齋　藤

乳健９～10ヶ月・予防接種：
齋　藤（第１/３/５休診）
アレルギー：矢　島
精神衛生相談：角田

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 精神発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前 婦人科 白　石・小　松 小　松 白　石・小　松 小　松・北　原 白　石・北　原
北　原（第１/３週）
西　出（第４週）
白　石（第５週）

午後 婦人科 白石、小松	※手術の場合は休診 小　松（第４週は午後３時迄） 休　診　（手術） 小松・北原（14:30～） 白　石・北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第２/４週休診）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森	※第３週休診 岩　森

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 安　達 柿　崎 高草木 安　達 坂　本 交替制
午後 腸 坂　本 橋　爪真 山　𥔎 橋　爪真

健　診
午前 須　藤 伊　藤 矢　島 伊　藤 須　藤
乳腺・
甲状腺 担当医　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 大　島　ＡＭ

小児科受付時間
午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜
間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、
この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。産婦人科受付時間 午前8:00~11:00　※予約優先午後14:00~16:00　（初診予約可） 午後14:00~16:00

2021年４月１日現在の診療体制
病院・診療所とも日曜日・第２土曜・国民の休日（４月は29日）は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

高柳
桑原

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
谷口

高柳（11:00まで）
桑原

３日：高柳
17日：谷口
24日：桑原

午後 高柳
15:30～17:00

桑原
14:30～17:00

谷口
14:30～17:00

谷口
14:30～17:00

桑原
14:30～17:00

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

午前・午後とも、予約制となっています。予約がない場合、待ち時間が長くなることがあります。ご了承下さい。
＊レントゲン：月～金曜日の午前中
＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
＊休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・祭日
＊詳しくはお問い合わせください。
＊今年度の健診のチケットが来たらお問い合わせください。

※第２土曜　休診
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